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グループホーム和田・デイサービスセンター橋場なごみや

　グループホームは、宿泊の施設なので職員とご利用者が毎日顔を合わせます。一家族にする
と、少し多い人数ですが、なじみの関係を築くため少人数で生活しています。
「皆さんここで生活してどうですか？」
こんなことを書いて下さいました。

「団体生活も色々話ができ、楽しい日々を送っています。昔
話ではありませんが、竜宮城みたいなところです。みんなや
さしくしてくれて楽しいところです。」

　私たち職員にとっても、本当にありがたい言葉です。
ご利用者や地域にとって、必要な場所であり続けるために、
日々のケアに取り組んでいます。

うれしいお手紙

現在、デイサービスセンター和田では、ご自宅での生活を継続していくために［機能訓練］に力を入れていま
す。音楽に合わせて動いたり、道具を使った体操、運動を取り込んだゲームなど、皆さんすっかりコツを覚えて楽
しみながら参加されています。デイサービスの中は広いのでお風呂やトイレに行くまでの距離も機能訓練。集
団という目に見えないパワーが心身を元気にしていきます。デイサービスに来て、人と会話をして体を動かすこ
とがとても大切なことだということを、ご利用者の笑顔が物語っています。
パラリンピックで話題になった「ボッチャ」ご存知ですか？
バランスをとって構え、投げる的に集中し、加減を予測してボールを投げるなど、いろいろ要求されるスポーツ

ですが、なんとご利用者の生き生きした表情！皆さんの持っている可能性は、予想以上なんだとつくづく感じさ
せられました。目指せ2020パラリンピック！！
外に出る習慣を心がけましょう。デイサービス和田を是非ご利用してください。

デイサービスセンター和田

ご利用者と一緒に花を植えました。

チーム対抗戦　ボッチャ
「白い球を狙うんだよー」「がんばれ～」「ねらってねらってぇ～」

和田小学校３年生と
輪になって♪♬♪♬

�Õ長 �è和 Nagawa
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長門
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大門の家
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大門の家の自慢 その2

機能訓練はデイサービスセンター和田で

前回のともしびだよりには、大門の家の食事内容
を記載させていただきました。今回は、どのようなサー
ビスを行っているのか、サービス内容について紹介さ
せていただきます。
サービスを利用されているご利用者の家庭の環境
は人それぞれです。そして、大門の家のサービス内容
も人それぞれ違います。
あるご利用者は、月３回の通いサービスの他に、毎日

の薬のお届け、夕方の安否確認なども行っています。
また、あるご利用者は、買い物や、銀行に行く事に不
便を感じており、週１回のペースで行くことがあります。
その他に困ったときの宿泊や訪問も行っています。
体調が悪いから今日泊めて欲しいと宿泊されたり、ご

夫婦だけで暮らしていて、遠方に暮らしている娘さんから
電話があり、「父が困っているようなので家の様子を見に
いってほしい」と、すぐに向かうこともあります。遠方の娘
さんには、「大門の家があってよかった。本当に心強いで
す。」と大変喜んでいただきました。
ご利用者が、地域で生活を続ける為にどのようなサービ

スが必要なのかを介護計画書に取りいれ、ご利用者やご
家族と相談しサービスを考えています。
ご利用者の困った時や、いざという時に頼りになるそれ
が大門の家です。

「最近急におばあちゃんはやる気がなくなって。できない事も多くなって日
中ひとりにしていいかしら。心配。」
時として突然目の当たりにした光景で、たまに会うご家族に心理的に大きな負担がのしかかる事があります。
元気に暮らしてきた高齢者は、当たり前ですが、急に要介護状態になるわけではありません。日々の生活の中で少

しずつ体力や気力が衰え、自分でできることが減っていくことで、最終的に介護が必要な状態になっていくのです。
それでも、高齢者の多くは住み慣れた土地を離れることなく、長年かけて築き上げてきた地域のなかで暮ら

すことを望まれています。
デイ長門・鳥屋では、ご利用者の活力が少し減っていることや機能低下・認知機能低下に気づき、早い段階で
適した支援をすることで機能低下を防ぎます。
「デイに通っていたら気づいたら元気になっていた」
「デイで笑っていると痛いこと忘れて何でも出来る気がするわ」
「職員に気兼ねなく悩みを話して胸がすーっとして気が晴れ
たよ」

と話されるご利用者の笑顔が嬉しいです。
デイ長門・鳥屋ではご利用者との関わりを大切に、ご利用者
の声を聞き、必要な支援を行います。そしてデイ長門・鳥屋での
サービスを通じて、家で暮らし続ける可能性をご利用者・ご家
族に実感していただきます。

デイで若返り
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職員募集
（介護・看護）

地域の福祉に活かしませんか？
地域の皆さんの力を

ボランティア募集

特養ともしび

デイ長門・デイ和田 デイサービスセンター長門

ともしび

●デイサービスセンター 長門 ☎68-0226
●デイサービスセンター 鳥屋（宅老所） ☎85-0010
●小規模多機能型居宅介護 大門の家 ☎41-2123

●デイサービスセンター 和田
●高齢者生活福祉センター ☎88-0077
●配食サービス事業 あやちゃん弁当

●グループホーム和田 
☎88-0088

●デイサービスセンター橋場なごみや

社会福祉法人　依田窪福祉会 事業別連絡先一覧

●依田窪特別養護老人ホーム ☎85-2218
●短期入所生活介護事業
●依田窪福祉会居宅介護支援事業 ☎85-2047
●相談支援事業　花もも
●ヘルパーステーションこすもす ☎85-0098
●寄り合い処 からさわ ☎85-2115

●法人本部 ☎85-2202
［E-mail］info@yodakubofukushikai.jp
［U R L］http://www.yodakubofukushikai.jp/

好きなこと、得意なことを活かしてみませんか？

※当法人規程による
希望される方は法人本部（電話85-2202）
担当西澤までお問い合わせください。

日勤パート（看護）
・1日4時間、週3日から

正規職員（介護）
・夜勤ができる方

日時はご相談ください

電話：85-2218　担当：森

シーツ交換、食事の準備、外出支援、
園芸、野菜作り、踊りや音楽の演奏会

日時はご相談ください
電話：68-0226　デイ長門・担当：大島
　　 88-0077　デイ和田・担当：堀

公園の散歩の付き添い、
将棋がさせる方、お話し相手、
手芸ができる方　等

ゆっくり、いっしょ、わがまま
な介護をしていきましょう。


